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論 文 要 旨

本研究の目的は、母親による家庭の食育と、家庭の食育を規定している諸要因との関連性を明ら

かにすることであった。

第一章では、食行動と発達、食育とその背景などの先行研究についてまとめながら、研究の意義

と目的について述べている。

第二章では、幼児のいる家庭における食の健康教育について複数の調査研究を行うことで得た成

果をまとめている。

まず、研究１では、インタビューによる聞き取り調査と質問紙法による調査によって開発した「家

庭の食育尺度」を扱っている（研究 1-1）。同尺度は、「食育意識」「食育実践」「食事に関する子ど

もの躾」の三つの因子で構成される結果となり、それをもとに、本研究における家庭の食育の定義

を「食の健康教育を意識し、幼児に対して行う食の健康教育と躾」とした。この家庭の食育尺度を

用いた調査データを分析した結果、多くの母親が食事に関するストレスを日常的に感じており、こ

のストレスは家庭の食育と関連していることが明らかとなった（研究 1-2）。次に、幼児の母親を対

象に「調理に関する認知的評価尺度」を作成し（研究 1-3）、家庭の食育と調理に関する認知的評価

との関係について検討した（研究 1-4）。この結果、調理の楽しさを向上させることで家庭の食育が

促進されるが、調理の負担感が強いと家庭の食育の阻害要因となることが示唆された。また、調理

に関する認知的評価が家庭の食育を規定している主要因の一つであることが示唆された。

研究２では、育児ストレス、子育てレジリエンス、家族関係、夫からのソーシャルサポート、調

理に関する認知的評価などの諸要因と家庭の食育との関連性についての検討を行った。分析の結果、

家庭の食育に直接的に関連しているのは、調理に関する認知的評価と家族機能であることが明らか
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となった（研究 2-1）。次に、家庭の食育に間接的影響を与えている要因を検討するために、育児ス

トレス、子育てレジリエンス、家族機能、夫からのサポート感と、調理に関する認知的評価との関

連性が検討された（研究 2-2）。分析の結果、育児ストレス、子育てレジリエンス、家族機能は、調

理に関する認知的評価に関連していることが明らかとなり、家庭の食育とも間接的に関連している

可能性が示唆された。

研究３では、食育と、食にかかわる子どもの問題行動や自尊感情などの心身の健康問題との関連

性について検討された。この結果、家庭の食育によって子どもの食行動上の問題が減少することが

示唆され（研究 3-1）、食育とこどもの自尊感情の間に関連性があることが示唆された（研究 3－2）。

最後の研究４は、研究１から研究３までの結果をふまえて、家庭の食育に関する因果モデルの作

成と検討を行ったものである。分析の結果、調理に関する認知的評価、家族機能が家庭の食育に直

接的に影響を与え、育児ストレス、子育てレジリエンス、家族機能は、間接的な影響を与えている

ことが確認された。

第三章では、第二章での調査研究の結果をふまえて、総合考察を行っている。最初に食育とこれ

に関連する諸要因・諸変数の関連性についてまとめたうえで、関連した事象について食育との関連

性という観点から考察した。最後に食育についての展望や研究の展望などを述べて締めくくってい

る。

論文審査要旨

学位請求論文の提出後、主査および副査 3 名によって査読および審査を行った。食の健康教育を

扱った先行研究は心理学分野では多いとは言えず、著書が注目した食育については、行政の立場か

らの定義等はあるが、学術的な定義自体なされていない。著者が食育尺度を開発し、それを通して

本研究における食育の定義を行ったことは評価してよい。学外で対象者を得て行う調査には様々な

困難が伴うが、大量の調査データを得られたことは、著者の努力のたまものである。研究に必要な

心理尺度の開発から詳細な多変量解析に至るまで、データ分析はたいへん丁寧かつ詳細に行われて

おり、この点は最も高く評価される。データ解析は細部に至るまで慎重に検討されており、統計学

的にも十分に満足かつ信頼に足る結果が得られている。分析の結果だけでも大量にあるが、要所で

要約が書かれており、読む者の理解を助ける工夫も見られる。食育に関連した心理・社会的変数の

相互連関の分析は大変興味深いものであり、母親の心理・社会的サポートやこどもの心身の健康教

育につながる示唆をたくさん含むものである。

なお本論文は、母親を対象とした家庭における食育の研究として優れているが、家族の実態・機

能・役割は急激に複雑化し多様化している。今後はこの点をふまえて、研究をさらに発展させても

らいたい。

論文審査の結果、主査、副査は全員一致して、本学位請求論文が博士の学位を受けるに値する水

準に達しており、著者は自立して研究活動が進めることが可能な能力を有していると判断し、合格

とした。
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口頭審査要旨

2014 年 7 月 19 日 13 時 00 分より桜美林大学崇貞館 H 会議室にて公開試問審査が実施された。

30 分の口頭発表の後、30 分の質疑応答が行われ、その後、主査と副査 3 名による最終審査を行っ

た。

口頭発表は時間内に適切に説明され、質疑応答では、研究テーマの重要性、調査データの統計処

理などについて高く評価する意見が述べられた。食育に関する心理・社会的なことがらが詳細、か

つ多面的に検討されており、分析結果から食育の理解と促進、母親のサポートやこどもの健康教育

への実践的応用などが期待されるものであった。

本研究では、母親に焦点を当てて食育について検討を行い、貴重な成果をあげているが、食に関

する家族の機能・役割等は複雑、多様化していることが指摘された。今後はこの点をふまえて、研

究をさらに発展させてもらいたいという期待が表明された。

以上の経過から、主査、副査全員が一致して口頭審査による最終試問は合格であると判定した。


